
5．個人情報保護の徹底  

（到達目標）  

○ 個人情報保護の重要性についての認識が徹底された職場を実現する。  

＿＿凋」  

（これまでの取組）  

○ 職員毎のカード番号固定化（平成16年7月）及び本人識別のためのパスワードの登録（平成16年10月）。  

○ 職員の被保険者記録へのアクセス内容についての監視体制の整備（平成17年3月）。  

○ 全職員を対象とした研修の継糸売的な実施（随時）。   
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6．意識改革の徹底  

（到達目標）  

○ すべての職員が改革意識を有する組織を実現する。  

「！ r  」⊆芦L  」⊆芦ト  

（これまでの状況）  

○ 現行の国家公務員制度においても、   

能力、実績に基づく人事評価を行い、給   

与処遇や昇進管理等に反映することが   

できる制度となっているが、十分な運用   

が行われてこなかった。   

（これまでの取組）  

○ 社会保険大学校における集合研修   

として、新規採用者、採用後3年目   

の若手職員、採用後7～10年目の   

中堅職員等を対象とした職務階層別   

研修及び一定の業務に携わる職員   

を対象とした業務別研修を実施。  

（これまでの状況）  

○ 各地方社会保険事務局聞及び各   

社会保険事務所問の競争を促す取   

組が不十分。  

サキ十＋∵小十せ  「蟄  「 ！  

（今後の取組）  

○ 現行制度を十分に活用し、民間企業的   

な能力主義・実績主義に立った新たな人   

事評価システムを導入。一定職以上の   

者を対象として、平成17年度下半期に   

試行的に実施した上で、平成18年度か   

ら本格実施し、さらに、平成19年度まで   

に全職員を対象として本格実施。  

（今後の取組）  

○ 社会保険事業の中で重要課題と   

なっている年金相談などの業務に   

携わる職員を中心として、業務知識   

等のレベルアップを図る観点から、   

通信研修を段階的に実施【平成18   

年度～】。  

○ 家庭の事情等により、大学校にお   

ける集合研修への参加が困難な中   

堅職員を対象に、通信研修を実施  

【平成18年1月～】。   

（今後の取組）  

○ 主要な事業の取組状況につい   

て、逐次、組織内で公表するととも   

に、事務局・事務所ごとの年間の   

事業実績を評価し、高い実績を挙   

げたものについて長官表彰を行う  

「社会保険事務局・事務所グラン   

プリ」を実施。  
【実施スケジュール】  

平成18年7月 17年度の取組の公表及び長  

官表彰   
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（参考1）  

r業♯改革プログラムJに基づく取組のスケジュール  

平成l㍗年慮  平■lO竃よ  平月ll年■  乎虞20年鷹  

け10～ 中央年金相談室の体制の拡充及び年金電話相談センターのネットワーク化  19年度～ 総合コールセンターの整備  

各種通知書類等の見直し（随時）  18年度～ モニター調査  

相跳業務の質の向ニヒ  

社会保険事務所の配置  
等の見直し  
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平慮20年慮  
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18年度中～ 法定免除該当者の自動免除手続等の実施  

17年度～ 国保組合への保険料納付促進についての協力依碩  

予算執行・会計の見直  
し  

社会保険オンラインシ  
ステムの刷新  
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爛嗣露霜済「  

平慮20年虞   平虞t7年鷹  平■一1さ年書  平■lO年■  
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（参考2）  

（130項目）の全体像について  セカンドステージにおける業務改革   

○ 平成20年度の新組織の発足に向け、   

・「緊急対応プログラム」に基づく45項目の取組  

t「業務改革プログラム」に基づく早馬項目の取組  

を通じて、業務改革を推進。  

「緊急対応プログラム」の具体化・発展型の取組 蔓阜項目   

新規の取組 49項目  
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r業繹改革プログラムjに基づく取組  r緊急対応プログラムJに基づく業績改革の取組  

左星組型こ対応したサービスの改善  

（）定期的なお客様満足度調査の実施。  
○民間調査機関によるサービス実態調査の実施。  

【新規】  

○サービス向上を図るための本庁の体制整備。【新規】  

○窓口サービスの満足度に関するアンケート調査の実施  

里 への手紙・長官へのメールの実施  旦長   

脚整備等  

○社会保険庁ホームページの充  

Q社会医拠会の設置  
生全相談体制の重宝凰  

○中央年金相談室の電話相談ブースの大幅拡充及び   

年金電話相談センターとのネットワーク化。  

○総合コールセンターく民間委託）の整備。  

各種申請書類の見直し  

（）通知書等の見直しt様式の統一化。  

○ 各種通知書等に関するモニター調査の実施。【新規】  

○各種申請書短の総点検  

058歳到達者に対する年金加入記録、年金見込根の通知  

○年金加入者に対する保険料納付記録等の通知  

年金個人情報の提供の充実  
○インターネットによる年金個人情報の提供  

て）ポイント制の導入。  

9車重盈墜些旦型塾長二堕日相談の実施  ◆◆  ○中間点通知の検討。【新規】  

9重量趣ンターの整備  t）インターネットによる年金個人情報の即時提供。  

Q阜全重量廻送土と皇二型塁塵  

Q年金畳込重量簑旦型象車齢引き下げ（廻土1  
9年重層遜に関するバリZ之埜二但卑進進  

9重量講茎蔓卑蔓亜送堂  

旦重圧皇軍重量貝蛙頻談事業の検討  

旦社会像陰睾塵頭埴土昼艶趣拡充  
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○年金相談業務における社会保険労務士の活用方策の検討  

○年金相談における民間ビジネスとしての環境整備  

○住基ネットワーク等を活用した年金受給者の生存確言忍  

処理の標準化の推進【新規】  

○全国統一の業務マニュアル作成。  

○業務ノウハウの共有化。  

○業務品質の向上を図るための体制整備。  
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